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Preface:“Don’t forget your original intention”
インバウンド政策研究会
Forum for the Tourism Development Policies
安田 彰
YASUDA, Akira
連載を続けてきた本グループ研究は今回が最終回となる。
振り返れば，2003年，小泉内閣（当時）が始めた本格的インバウンド振興策は，今日スタート当初とは比較
にならないほどの急成長を遂げた。わずか500万人であった訪日外客数は当初計画に遅れること2年で目標の1
千万人を超え，1昨年にはほぼ2千万人を達成，東京オリンピック・パラリンピックを意識した目標数値を前
倒しで実現したのだ。
これに気を良くした政府は2020年には4千万人，2030年には6千万人という数値目標を掲げ直した。この経
済低成長時代に倍々ゲームのような数値である。
外客受け入れ世界第一位のフランスが8千万人である。以下アメリカ，スペイン，中国，イタリアと続くが，
欧州大陸は地続きで，航空機や船舶以外でも容易に自動車やコーチ・バスで訪れることができる。おまけに EU
圏内は出入国管理がない。まさに国内旅行感覚で外国旅行ができる。同じことがアメリカやカナダについても
いえるし，中国にしても台湾・香港・マカオに関していえば，準陸続きのようなものだ。
わが国は陸路入国ができない。そこで空路・海路に限定して外客受入れ数を見直すと，かのフランスですら
3千万人に過ぎないこととなる。4千万人，6千万人となると実にフランスを抜き，第一位のスペインすら抜
いて，わが国は実質世界一のインバウンド大国ということになる。果たしてそれは手放しで喜べる事態なのか
どうか。数さえ増えれば良しということなのか？
都会で生活していると，日常感覚からしても，繁華街でのアジア人観光客の数の多さは半端ではない。2千
万人の今でもそう感じるのだから，その3倍の6千万人になるとどうなるのだろう。訪日客の内訳をみると，
ここ数年間で急伸しているのは隣国の中国だ。韓国・台湾を抜いて今や第一位。かつては3位であったアメリ
カ人の勢いはもはや香港にも及ばない。一方で，急伸する中国人の動向をみると，流行語大賞になった「爆買
い」は今や影を潜め，買い物はインターネット販売へとシフトし始めている。こうしためまぐるしい変化にど
う対応すべきか。
地球規模での移動（旅）を促すものには様々な要因があろうが，とりわけ IT，ICT の力が与って大きい。そ
101
の使い勝手の進歩には目ざましいものがあり，文字通り日進月歩だ。情報入手という観点からだけいうなら，
居ながらにして旅を楽しめ，視覚上の満足は十二分に得られる。世界各地の美術館に行かずとも世界の名品は
映像で見ることができるし，混雑や時間の制約なしに，ディテールに至るまで堪能することができる。音楽，
スポーツに関しても同様で，オペラやミュージカル，スポーツ観戦は，さまざまな制約を考え合わせれば，む
しろ在宅の方が満足度は高いかもしれない。そういう時代が来るだろう。
もちろん五感をフルに活用する旅の魅力には，食や交流，臨場感といったリアリズムが欠かせないから，バ
ーチャルはそこまで，ということにはなるだろう。しかし侮れないのはそうしたリアルの旅の魅力をさしては
感じない人々の増加だ。とりわけ若い世代にその傾向はみられ，旅行体験の有無は次世代への影響も大きいと
いわれる。
人はなぜ旅をするのか？ 買い物や名所旧跡の鑑賞なら代替手段がある。旅でしか得られない魅力とは何
か？ それは五感を総動員する臨場感だ。であれば，食・祭・匠といったその地ならではの魅力を体験できる
メニューを揃えることだろう。それには自らの持てる資産や観光資源を意識的に磨き上げる必要がある。
「ようこそジャパン」キャンペーンが始まった時の合言葉は「住んでよし，訪れてよしのまちづくり」ではな
かったか。観光関連業者任せではなく，住人が誇れる魅力ある旅先でなくて，だれがその地を訪れてくれよう。
都市集中型から少子高齢化の進む地方都市へ訪問客を分散化させるためにも，まちぐるみでの取り組みが欠か
せない。そのうえで，Airbnb の CEO が強調する“Magical”な体験商品，魔法の夢を見ているような魅力ある
旅先での体験を提供する，それも ICT を活用して“瞬時”に手に入れられる体制づくりが必要となる。
それには東京五輪に備えて本研究会が一貫して研究してきたロンドンの事例や，あるいは他国の持続的な観
光政策に学び（今回は豪州と米国），併せ自国日本の真の魅力について「よそ者」の目も意識したうえで，多面
的に捉える必要がある。
今やツーリズムは量から質の時代へ，それも高度な内容を要求される時代へ入ってきた。インバウンド新時
代を迎えるうえで，私たちのこれまでの研究が今後の政策や商品づくりに多少なりとも資するところがあれば
幸いである。
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